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課
題
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
東

柏
ケ
谷
地
区
に
お
い
て
、
東
柏

ケ
谷
近
隣
公
園
を
、
仮
設
ト
イ

レ
や
炊
き
出
し
施
設
な
ど
の
防

災
機
能
が
あ
る
一
時
的
避
難
施

設
と
し
て
利
用
で
き
る
公
園
に

整
備
し
ま
す
。

災
害
時
の
空
地
利
用
は
、
避

難
対
策
と
し
て
有
効
で
あ
る
た

め
、
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

の
中
で
候
補
地
を
検
討
し
、
後

期
基
本
計
画
に
位
置
づ
け
る
考

え
で
す
。

避難場所となる東柏ケ谷近隣公園

　

問
：
放
射
能
対
策
に
つ
い
て

不
十
分
な
と
こ
ろ
が
あ
る
た
め

次
の
５
点
の
考
え
が
あ
る
か
伺

い
ま
す
。
①
放
射
性
物
質
事
故

災
害
対
策
指
針
の
策
定
の
考
え

②
放
射
能
に
関
す
る
相
談
窓
口

を
ま
と
め
る
本
部
体
制
を
確
立

す
る
考
え
③
食
材
を
測
定
す
る

測
定
器
の
購
入
す
る
考
え
④
市

民
へ
測
定
器
を
貸
し
出
す
考
え

⑤
家
庭
の
食
材
が
測
定
可
能
な

測
定
所
の
設
置
を
す
る
考
え
。

　

答
（
市
長
室
次
長
）
：
直
ち

に
対
策
指
針
策
定
の
必
要
は
な

い
と
考
え
ま
す
が
、
地
域
防
災

計
画
の
放
射
性
物
質
対
策
の
内

容
は
変
更
す
る
考
え
で
す
。
放

射
線
量
率
の
測
定
結
果
か
ら
現

段
階
の
本
部
体
制
整
備
と
測
定

器
貸
出
し
は
職
員
対
応
し
て
い

る
た
め
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

答
（
教
育
長
）
：
現
在
の
方

法
で
検
証
を
重
ね
る
た
め
、測
定

器
の
購
入
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

答
（
経
済
環
境
部
長
）
：
県

の
調
査
で
安
全
性
が
確
認
さ
れ

て
い
る
た
め
測
定
所
の
設
置
は

必
要
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

問
：　

年
３
月
の
東
日
本
大

２３

震
災
に
端
を
発
し
た
福
島
第
一

原
発
事
故
以
来
、
市
で
は
放
射

能
対
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、

見
え
て
き
た
課
題
と
課
題
へ
の

対
応
策
や
改
善
策
な
ど
今
後
の

市
の
基
本
姿
勢
を
伺
い
ま
す
。

　

答
（
市
長
）
：
放
射
能
汚
染

対
策
は
、
基
本
的
に
国
が
基
準

値
や
汚
染
廃
棄
物
の
処
理
方
法

を
明
確
に
示
し
対
応
す
べ
き
と

考
え
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
空

間
放
射
線
量
率
測
定
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
作
成
や
空
間
放
射
線
量
率

　

問
：　

年　

月
に
実
施
し
た

２３

１０

食
と
匠
の
祭
典
は
、
海
老
名
駅

周
辺
の
開
発
が
進
む
中
、
市
内

外
か
ら
多
く
の
来
場
者
が
あ
り
、

商
業
発
展
に
寄
与
し
た
と
認
識

し
て
い
ま
す
が
、
ご
当
地
グ
ル

メ
発
掘
な
ど
「
食
」
を
前
面
に

出
し
た
祭
典
の
企
画
を
提
案
し

ま
す
。新
た
な
名
物
の
創
出
に
、

や
る
気
あ
る
事
業
者
が
集
い
、

経
済
波
及
効
果
も
見
込
め
ま
す
。

市
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答
（
市
長
）
：
商
工
業
振
興

は
地
域
経
済
発
展
の
原
動
力
で

あ
り
、
都
市
活
力
を
支
え
る
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

本
市
が
、
県
央
の
中
核
都
市
と

な
る
た
め
に
は
多
様
な
産
業
機

能
を
備
え
た
賑
わ
い
と
活
気
あ

る
都
市
の
魅
力
を
創
出
す
る
こ

と
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

答
（
経
済
環
境
部
次
長
）
：
今

ニ
ュ
ー
市
政
・
み
ん
な
の
ク
ラ
ブ　

中
込　

淳
之
介

食
の
祭
典
新
た
な
企
画
を

予
定
を
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
生

活
環
境
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、

市
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。　

答
（
市
長
）
：
市
内
外
か
ら

の
自
動
車
交
通
の
増
加
に
よ
る

交
通
渋
滞
や
既
存
市
街
地
へ
の

流
入
の
恐
れ
か
ら
道
路
環
境
改

善
の
取
り
組
み
は
必
要
と
考
え

ま
す
。
市
で
は
、
道
路
交
通
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
し
幹
線

道
路
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

答
（
建
設
部
次
長
）：
現
在
、

西
口
の
交
通
対
策
と
し
て
、
駅

南
北
双
方
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
道

路
に
分
け
て
検
討
し
て
お
り
、

■
平
成

年

月

２３

１１

　

・
議
員
協
議
会

１６
　

・
議
員
研
修
会

１７
　

・
議
員
協
議
会

２２
　

・
第
３
回
臨
時
会

２４
　

・
議
員
全
員
協
議
会

　

・
議
会
運
営
委
員
会

２８
　

・
経
済
建
設
常
任
委
員
会

２９
　

・
文
教
社
会
常
任
委
員
会

３０■

月
１２

２
・
総
務
常
任
委
員
会

５
・
議
会
運
営
委
員
会

　

・
第
４
回
定
例
会
第
１
日

９
・
総
務
常
任
委
員
会

　

・
文
教
社
会
常
任
委
員
会

１２
　

・
経
済
建
設
常
任
委
員
会

１３

　

・
議
会
運
営
委
員
会

１５
　

・
第
４
回
定
例
会
第
２
日

　

・
第
４
回
定
例
会
第
３
日

１６
　

・
議
会
運
営
委
員
会

１９
　

・
第
４
回
定
例
会
第
４
日

　

・
議
員
全
員
協
議
会

　

・
広
報
委
員
会

■
平
成

年
１
月

２４

　

・
議
員
全
員
協
議
会

１０
　

・
所
沢
市
議
会
視
察
来
庁

１２
　

・
佐
賀
市
議
会
視
察
来
庁

１９

　

問
：
東
西
一
体
の
中
心
市
街

地
の
形
成
に
向
け
た
事
業
が
具

現
化
し
て
き
ま
し
た
が
、
本
事

業
に
伴
う
周
辺
地
域
に
及
ぼ
す

交
通
事
情
が
気
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
事
業
完
了
前
に
市
道

　

号
線
の
横
断
歩
道
部
分
に
信

６２号
機
を
設
置
す
る
考
え
が
あ
る

か
、
ま
た
、
市
道　

号
線
と
市

６２

道　

号
線
の
交
差
点
の
幅
員
が

３０７
狭
い
が
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を

考
え
て
い
る
か
、
さ
ら
に
周
辺

の
道
路
計
画
と
駐
輪
場
の
対
策

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

問
：　

年
度
開
業
予
定
の
西

２６

口
地
区
商
業
施
設
に
よ
る
上
郷
・

下
今
泉
地
区
へ
の
影
響
に
つ
い

て
、
住
環
境
悪
化
対
策
と
し
て

の
交
通
分
散
化
施
策
な
ど
、
現

在
の
道
路
整
備
状
況
と
今
後
の

無
会
派　

志
野　

誠
也

西
口
開
発
に
お
け
る

道
路
整
備
と
環
境
影
響

　

問
：　

年
３
月
に
発
生
し
た

２３

東
日
本
大
震
災
で
は
多
く
の
尊

い
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

方
が
依
然
と
し
て
多
く
い
ま
す
。

私
自
身
も
今
ま
で　

回
ほ
ど
炊

１０

き
出
し
な
ど
支
援
活
動
を
実
施

し
ま
し
た
が
、
避
難
所
運
営
の

難
し
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。
本

市
は
、
東
海
地
震
の
防
災
対
策

強
化
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
東
日
本
大
震
災
後
の
避
難

所
運
営
に
つ
い
て
、
市
の
見
解

を
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
日
ご
ろ

か
ら
の
訓
練
が
重
要
と
考
え
ま

す
が
、
市
で
は
今
ま
で
ど
の
よ

う
な
訓
練
を
実
施
し
、
東
日
本

大
震
災
後
に
そ
の
見
直
し
を
し

た
の
か
伺
い
ま
す
。

答
（
市
長
）
：
宮
城
県
石
巻

市
へ
派
遣
し
た
職
員
か
ら
、
避

難
所
の
運
営
状
況
に
は
避
難
所

間
で
格
差
が
生
じ
る
こ
と
、
指

定
し
た
避
難
所
以
外
の
施
設
も

避
難
所
と
な
り
職
員
の
配
置
が

必
要
に
な
る
こ
と
、
発
災
後
数

日
間
は
避
難
所
担
当
職
員
の
自

己
判
断
で
運
営
で
き
る
権
限
が

必
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
報
告

を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
報

告
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
教
訓
を

基
に
、
小
中
学
校
に
は
施
設
に

精
通
す
る
教
職
員
を
配
置
す
る

な
ど
避
難
者
受
入
体
制
の
強
化

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
避
難
所

担
当
職
員
に
対
し
避
難
所
運
営

方
法
や
備
蓄
品
の
使
用
方
法
な

ど
の
研
修
を
実
施
し
ま
す
。

答
（
市
長
室
長
）
：
避
難
所

担
当
職
員
は
市
総
合
防
災
訓
練

や
防
災
週
間
に
実
施
す
る
大
規

模
地
震
関
連
情
報
伝
達
訓
練
に

参
加
し
て
い
ま
す
。
伝
達
訓
練

で
は
、
避
難
所
開
設
と
防
災
行

政
無
線
で
避
難
状
況
を
災
害
対

策
本
部
へ
報
告
す
る
通
信
訓
練

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
後
も

平
素
か
ら
市
民
と
連
携
を
深
め
、

災
害
時
に
円
滑
な
避
難
所
運
営

が
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

後
も
ブ
ラ
ン
ド
産
品
を
生
み
出

す
可
能
性
を
も
っ
た
「
食
と
匠

の
祭
典
」
の
充
実
拡
大
が
図
ら

れ
る
よ
う
主
催
者
の
商
工
会
議

所
に
対
し
引
き
続
き
支
援
し
て

い
き
ま
す
。

　

問
：
現
在
、
市
内
北
部
地
域

は
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
や
新
興
住

宅
が
増
え
続
け
て
い
る
た
め
、

空
地
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
災
害
時
に
は
、
学
校
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
避

難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

東
柏
ケ
谷
地
区
の
状
況
を
考
え

る
と
、
実
際
に
使
用
で
き
る
広

域
避
難
場
所
が
不
足
す
る
と
考

え
ま
す
。
東
柏
ケ
谷
は
市
内
の

総
人
口
に
対
し
て
は　

・
４
パ

１１

ー
セ
ン
ト
、
世
帯
数
に
対
し
て

は　

・
３
パ
ー
セ
ン
ト
の
割
合

１２
を
占
め
る
居
住
率
の
高
い
地
域

で
す
。
こ
の
よ
う
な
地
域
に
対

す
る
対
策
と
し
て
、
民
有
地
な

ど
も
含
め
た
空
地
を
活
用
し
、

避
難
所
と
す
る
計
画
が
あ
る
か
、

ま
た
、
東
柏
ケ
谷
の
避
難
所
の

あ
り
方
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
（
市
長
）
：
現
在
、
地
域

防
災
計
画
の
見
直
し
中
で
す
が
、

ご
指
摘
の
と
お
り
避
難
者
数
の

増
加
に
よ
る
避
難
所
の
確
保
が

議

会

日

誌

市
民
・
ネ
ッ
ト
の
会　

奥
村　

正
憲

不
十
分
と
考
え
る

放
射
能
対
策

日
本
共
産
党　

佐
々
木　

弘

放
射
能
対
策
の
姿
勢
は

海
友
会　

宇
田
川　

希

空
地
の
有
効
活
用

避
難
所
と
し
て
の
計
画
は

創
新
海
ク
ラ
ブ　

久
保
田　

英
賢

大
規
模
災
害
時
の

避
難
所
運
営
は

公
明
党　

日
吉　

弘
子

海
老
名
駅
西
口
地
区
の

交
通
対
策
は

開発予定西口付近の現在

測
定
箇
所
の
拡
大
な
ど
市
民
か

ら
の
不
安
な
声
を
聴
き
、
安
全

で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

答
（
市
長
室
次
長
）
：
放
射

性
物
質
が
た
ま
り
や
す
い
と
さ

れ
る
排
水
溝
や
雨
ど
い
の
下
な

ど
の
測
定
を
実
施
し
ま
し
た
が
、

結
果
は
国
が
示
す
除
染
作
業
を

必
要
と
す
る
測
定
値
を
大
き
く

下
回
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
除

染
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
は
、

放
射
性
物
質
の
分
析
調
査
と
土

壌
の
入
れ
替
え
を
実
施
し
ま
す
。

複
数
の
路
線
に
よ
る
交
通
の
分

散
化
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

市
道

号
線
延
伸
事
業
は
、
補

６２

助
的
な
路
線
と
し
て
鳩
川
へ
の

架
橋
の
整
備
で
市
道

号
線
へ

１７

の
負
荷
軽
減
を
目
指
し
ま
す
。

　

答
（
市
長
）
：
信
号
機
の
設

置
は
、
自
治
会
と
住
民
の
理
解

を
い
た
だ
き
、

年
度
中
に
設

２３

置
し
ま
す
。周
辺
道
路
計
画
は
、

道
路
交
通
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に

基
づ
き
、
Ｊ
Ｒ
相
模
線
を
立
体

交
差
す
る
（
仮
称
）
上
郷
河
原

口
線
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
海

老
名
駅
周
辺
の
道
路
環
境
の
改

善
を
図
り
、
駐
輪
場
に
つ
い
て

は
適
正
配
置
に
努
め
ま
す
。

答
（
建
設
部
次
長
）
：
交
差

点
改
良
の
資
料
と
す
る
測
量
調

査
を

年
度
か
ら
実
施
し
ま
す
。

２３


